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◦滞在中、家庭生活体験でお世話になったホストファミリーの皆さんと一緒に記念撮影

学校発
!

訪
問
団
一行
は
、市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
に
滞
在
し
、日
本
で
の
学
校
生
活
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
、生
徒
た
ち
は『
心
ツ
ア
ー
』を
合
い
言

葉
に
各
中
学
校
に
通
い
、「
英
語
」を
は
じ
め
ほ
と

ん
ど
の
授
業
を
、市
内
の
中
学
生
と一緒
に
受
け

ま
し
た
。書
道
の
授
業
で
は
、筆
の
柔
ら
か
な
感

触
と
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
筆
運
び
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、出
来
上
が
っ
た
作
品
に
感
激
し
た

様
子
で
し
た
。会
話
を
し
な
が
ら
給
食
を
食
べ

た
り
、部
活
動
で
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
交
流
し

た
り
す
る
な
ど
、楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、田
原
市
の
自
然・文
化・産
業
への
理
解

を
深
め
る
た
め
、市
内
観
光
を
行
い
ま
し
た
。観

光
名
所
の
伊
良
湖
岬
灯
台
や
サ
ン
テ
パル
ク
た
は

ら
、田
原
ま
つ
り
会
館
、そ
し
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
田

原
工
場
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。恋
路
ヶ
浜
へ
向
か

う
車
中
の
高
台
か
ら
太
平
洋
の
雄
大
な
風
景
を

目
に
し
、思
わ
ず
歓
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、大
勢
の
方
が
参

加
し
、姉
妹
都
市
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。訪

問
団
一行
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹
介
を
日
本

語
で
行
い
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。田
原
市

の
中
学
生
ら
も
、並
ん
だ
料
理
を
英
語
で
説
明

す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、引
率
の
先
生
は
、田
原
市
長
を
表
敬
訪

問
。そ
の
後
、生
徒
ら
が

お
世
話
に
な
っ
た
中
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。引
率

の
先
生
か
ら
は
、交
流
の

記
念
に
と
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
に
対
し
、学
校
名
が

刻
ま
れ
た
木
製
の
バッ
ト

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◦ウエルカムパーティーで自己紹介する生徒◦田原市の凧づくり文化を体験

◦日本の文化「書道」を体験◦部活動で剣道を習う生徒

田
原
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
か
ら
、
６
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の

11
日
間
、中
学
生
８
名
と
引
率
者
２
名
が
田
原
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
た
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
と
の
海
外
交
流

◦交流記念として贈られたバット
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今月の渥美半島の花～グロリオサ～今月の渥美半島の花～グロリオサ～
グロリオサ（切花／出荷時期：通年）

【花言葉】 …栄光、頑強、勇敢

　鮮やかな花色と、波打つように反り返った花びらが特徴
的なこの花は、アフリカ、熱帯アジアが原産の花です。
　ラテン語で「栄光の」「見事な」（グロリオサス）という意
味の花名を持ち、花ことばもそれに由来します。半ツル性
で、長く伸びた葉の先端を巻き付けるように伸びていくこ
とから「climbing lily（クライミング・リリー）“登るユリ”」
の英名があります。花色は赤、黄、ピンクの他、最近では白
も加わりました。田原市では、年間約90万本が出荷されて
おり、県内１位の生産
量を誇っています。

 

トマトのヨーグルトムース

平成24年度に実施した「地元農産物を活用した加工品・料理コン
テスト」で入選した簡単レシピを紹介します。今回は「トマト」を使っ
たレシピをお届けします。

材料：5人分材料：5人分
●トマト ５個（果汁用2、敷き詰め用3）　●生クリーム １００ml
●ヨーグルト 2００g　●レモン汁 レモン1/２個分
●はちみつ 大さじ１　●粉ゼラチン 5g　
●砂糖 6０g（好みで調節）　●卵白 卵１個分　●ミントの葉 適量

作り方作り方

加工品の部　優秀賞

❶ 粉ゼラチンを水でふやかしておく。
❷ 卵白に砂糖を少しずつ加えながら、しっかり泡立て て
 メレンゲを作る。
❸ 生クリームを8分立てにする。
❹ トマト2個を絞って果汁を取り出し、レモン汁を加える。
 さらに、ヨーグルト、はちみつを混ぜ合わせる。
❺ ❶のゼラチンを少量のお湯で溶かし、少しずつ❹に
 加えて混ぜる。

❻ ❸の生クリームを3～4回に分けて❺に加え、全体を
 しっかり混ぜる。
❼ ❷のメレンゲを3～4回に分けて❻に加え、気泡を
 つぶさないようにやさしく混ぜる。
❽ トマトをさいの目切りにして器の底に敷き詰める。
 その上に❼を流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
❾ ムースが固まったら、ミントの葉、お好みでホイップ
 クリームやフルーツなどを飾る。

９月

│3│　　　　　　　　　　　　　平成25年8月15日



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

▲餅つきを行う大草保育園の園児たち ▲正月用のしめ縄作りの様子

地
域
の
話
題

大
草
校
区

伝
統
文
化
・
技
術
の
継
承
と
学
び
の
場

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
、「
一
つ
の
大
き
な
家
族
の
よ
う
に
支
え
合
っ
て

大
き
な
輪
と
な
り
、人
の
和
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
す
、大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

学
び
の
場
「
ふ
れ
あ
い
工
房
」

　

大
草
市
民
館
の
駐

車
場
南
に
こ
ぢ
ん
ま

り
と
し
た
建
物
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
平

成
11
年
度
に
建
て
ら

れ
た｢

ふ
れ
あ
い
工

房｣

で
、
こ
こ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

発
信
・
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

歴
史
の
あ
る「
わ
ら
工
芸
教
室
」

　

40
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
「
わ
ら
工
芸

教
室
」
で
は
、正
月
用
し
め
縄
作
り
、お
祝

い
用
の
宝
船
、
毎
年
の
干
支
の
作
品
な
ど

を
作
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
ら
は

大
草
産
の
稲
わ
ら
で
す
。
で
き
た
作
品
は

大
草
市
民
館
ま
つ
り
に
展
示
す
る
ほ
か
、

福
祉
の
つ
ど
い
に
バ
ザ
ー
協
力
品
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
正
月
用
し

め
縄
作
り
で
、
若
い
世
代
に
継
承
し
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
毎
年
12
月
に

し
め
縄
作
り
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
な
ど
各

方
面
か
ら
講
師
依
頼
が
あ
り
、
田
原
市
全

域
へ
と
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

大
草
の
粘
土
を
使
う
「
陶
芸
教
室
」

　

大
草
は
昔
か
ら
焼
き
物
の
盛
ん
な
地
域

で
し
た
。
今
か
ら
約
１
０
０
０
年
前
の

古こ
よ
う窯
が
校
区
内
に
い
く
つ
も
残
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
惣そ
う
さ
く作
古
窯
跡
か
ら
出
土
し
た

「
ざ
れ
歌
碗
」
は
市
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
伝
統
を
受
け
継
ぐ「
陶
芸
教
室
」

で
は
、
年
に
約
４
回
、
作
品
を
完
成
さ

せ
て
い
ま

す
。
使
う

土
は
大
草

で
採
れ
た

粘
土
で
、

こ
れ
に
信

楽
の
土
を

混
ぜ
て
い

ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
小

学
生
や
中
学
生
対
象
の
教
室
も
開
い
て
い

ま
す
。
大
草
の
良
さ
を
土
の
感
覚
と
と
も

に
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

昔
な
が
ら
の
「
餅
つ
き
会
」

　

こ
の
ほ
か
、
工
房
自
体
を
使
っ
た
行
事

と
し
て
は
保
育
園
の
保
護
者
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
「
餅
つ
き
会
」
が
あ
り
ま
す
。

熟
友
会
（
老
人
会
）
の
皆
さ
ん
の
指
導
を

受
け
、
石
臼
と
き
ね
を
使
い
、
昔
な
が
ら

の
餅
つ
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
園
児
た
ち

と
一
緒
に
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
す
。
皆
で

和
気
あ
い
あ
い
と
つ
い
た
、
で
き
た
て
の

お
餅
の
お
い
し
さ
は
格
別
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
活
動
は
、
大
草
の
自

然
の
恵
み
や
温
か
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か

ら
生
ま
れ
た
大
草
校
区
の
財
産
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
若
い
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◦陶芸教室

◦ふれあい工房

平成25年8月15日　　　　　　　　　　　　　│4│



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

l
ラ ラ カ

alaka市民活動紹介

～ママのための癒しの時間をどうぞ～

子育て中のママが楽しく時間を過ごし、生活にゆ
とりを持てるような環境を作るために活動を始

めました。「lalaka（ララカ）」という名前はハワイの
言葉で「太陽、癒しの女神」という意味。太陽のよう
に暖かい癒しの時間や場所を提供できればと思い、グ
ループにこの名前を付けました。
　片西町のカフェの店内をお借りして、おもちゃやベ
ビーベッドを備えたキッズカフェを開放し、元保育士
や現役ママのスタッフが一緒に過ごします。カフェに
来たママさんたちの、子育ての不安や悩みなどに共感
できる話し相手となれるように活動しています。
　子育て中のママさん、私たちと一緒に癒しの時間を
過ごしませんか。

活動日◦毎週火・水・木曜日　午前 10 時～午後２時 30 分
場　所◦「Cheers ！ちあーず！」（片西 2 － 63）

　　　　　　　　　　代表　佐藤直加　☎ 23局 0448（活動場所の電話番号）　

▲子育て中のママの話に耳を傾けるメンバー

お問い合わせ

　　　　「市民協働まちづくり事業補助金」
　地域づくり、清掃活動、福祉活動など、公共性の高い活動を行う市民活動団体を支援す
る補助金です。あなたの自由で創意工夫あふれる市民活動をさらに活発にするため、みん
なでまちづくりを進めるため、補助金をぜひご活用ください。
◉対象事業	 市内で実施、また市民に対して実施される事業で、公共性・公益性の高い活動
	 （福祉、まちづくり、環境保全、子どもの健全育成など）で、平成26年2月末日
	 までに完了するもの
◉対象団体	 市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉申請方法	 市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して直接または郵送にて。
	 申請書は市ホームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）
	 ※補助金の応募方法、申請書の書き方に関するご相談は、市民活動支援センターで随時受け付けています。
	 お気軽にご相談ください。

◉応募・お問い合わせ　市民協働課 ☎23局3504  23局0180  kyoudou@city.tahara.aichi.jp

市民
提案 あなたの活動に補助金をご活用ください！

◉募集概要
事業費 補助額 募集期間 選考方法

事業費10万円以上
のもの

事業費の 2 分の 1
（上限 20 万円）

9 月 26 日木まで
※午後 5 時必着

書類審査、公開審査会（プレゼンテーション審査）
※予算の範囲内で選考結果順

事業費10万円未満
のもの

事業費の 2 分の 1
（5 万円未満）

平成 26 年 1 月 31 日金まで
※随時募集

書類審査、市役所関係部署との協議
※予算の範囲内で先着順

1ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ 23局0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター
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　今回は、小学校での「夢の教室」と「ボディーボード体験学習」
の様子をご紹介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

地元の方とふれあい、地域の自然を知る

　７月22日（月）赤羽根漁港東堤防の東海岸で、４～６年
生67名が、ボディーボード体験学習を行いました。これ
は、地元漁業協同組合やサーフィン協会の方の協力によ
り行っているもので、10年以上続いている教室です。
　当日は快晴の夏空。子どもたちは、初めにサーフィン協
会の方から注意事項を受け、いざ体験開始。子ども一人
に、一人の大人がサポートして体験を行います。波は弱め
でしたが、小学生にとっては充分楽しめる波でした。初体
験の４年生は恐る恐るボードを操作していましたが、次
第に慣れてくると、とびきりの笑顔で波に乗っていまし
た。体験が３回目となる６年生は、だれが一番長く波に乗
れるか夢中になって競争していました。最後に、地元プロ
サーファーの方の模範演技を見た子どもたちは、その多
彩な妙技に歓声をあげていました。
　小麦色に日焼けした子どもたちの姿を見て、一段とた
くましさを感じた一日でした。

　　絶対にあきらめない「強い心」を

　今年度、田原市内の５年生の教室に、プロの選手やそ
のOBなどが“夢先生”として来校し、ゲームとトークの
90分間の授業をする「夢の教室」が開催されています。
　田原中部小学校には、元メジャーリーガー（ロイヤル
ズなどに所属）のマック鈴木さんと、元Jリーガー（ジェ
フ市原に所属）の式田高義さんに来ていただきました。
　約30分のゲーム（仲間と協力して課題を解決する活
動）では、子どもたちと一緒に夢先生も汗を流し、作戦を
考えました。トークの時間では、マック鈴木さんが「努力
し続けることで、周りが認め支えてくれる」式田さんか
らは「目標を持ち絶対にあきらめない」というメッセー
ジを、それぞれの自分の経験から語ってくれました。
　子どもたちは「プロ野球選手になりたい。そのために、
練習を一生懸命やりたい」「学校の先生になって、小学生
や中学生に英語を教えたい」と思い思いに自分の夢を発
表しました。大きく夢を膨らませた子どもたちの瞳は、
とても輝いていました。

田原中部小学校「夢の教室」

赤羽根小学校「ボディーボード体験学習」

◦協力いただいた地元の皆さんと一緒に

平成25年8月15日　　　　　　　　　　　　　│6│

◦上手に波を乗りこなす６年生たち

◦子どもたちに経験談を語るマック鈴木さん

◦将来の夢について話を聞く式田高義さん



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

7
月

4
月

　

プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会
が
７
月
25
日（
木
）

～
28
日（
日
）に
赤
羽
根
大
石
海
岸
で
開
催
さ
れ
、

延
べ
２
万
６
０
０
０
人
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

世
界
の
強
豪
選
手
１
２
８
名
が
参
加
し
、熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、国
内
ト
ッ
プ
に
君
臨
す

る
大
野
修ま

さ
と
し聖
選
手
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

波
乗
り
た
ち
の
夏
！

世
界
最
高
峰
の
技

７
月
28
日［
日
］

　

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

早
起
き
お
に
ぎ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
山
田
会
館
と

和
地
市
民
館
で
開
催
さ
れ
、延
べ
約
１
０
０
名
の

親
子
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、

自
分
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
、み
ん
な
と
一
緒
に

お
い
し
そ
う
に
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

一
緒
に
朝
ご
は
ん
！

7
月
25
日［
木
］

▲おにぎりと一緒に、食生活改善推進員の作ってくれた具だくさんの
　みそ汁の味は格別（写真は和地市民館）

▲優勝した大野修聖選手の迫力あるカットバック

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
兵
庫
県
神
戸
市
［
７
／
26
～
28
］）

◦
ア
シ
ュ
ラ

小
川
美み
さ
き咲
さ
ん
（
福
江
小
２
年
）

◦
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
Ｓ
．Ｃ

山
本
駿し
ゅ
ん
す
け介
く
ん
（
福
江
小
６
年
）

▪
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会

（
大
阪
府
大
阪
市
［
８
／
２
～
５
］）

◦
豊
川
ボ
ー
イ
ズ
／
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

小
林
歩あ
ゆ
と豊
く
ん
（
衣
笠
小
６
年
）

松
井
宥ゆ
う
ま磨
く
ん
（
神
戸
小
６
年
）

│7│　　　　　　　　　　　　　平成25年8月15日
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ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー
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▪
私
に
で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

ま
ず
は
、
考
え
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
、
み
ん
な
で
今
日
か
ら
取

り
組
め
ば
地
球
の
未
来
は
変
わ
り
ま
す
。

　

田
原
市
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に

配
慮
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
て
地
球
温
暖

化
対
策
に
努
め
、
環
境
と
の
共
生
に
よ
る
豊

か
で
持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
田
原
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　　

田
原
市
で
は
「
田
原
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」
を

策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭

素
）
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
を
目
標
と
し
、
家
庭
や
事
業

所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

▪
生
物
多
様
性
と
は
？

　

現
在
、
地

球
上
に
は

3
０
０
０
万

種
も
の
生
き

も
の
が
暮
ら
し

て
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
は
互
い
に

食
べ
た
り
食
べ
ら
れ
た
り
、
大
き
な
生
き
物

が
死
ぬ
と
微
生
物
に
分
解
さ
れ
た
り
し
な
が

ら
、
網
の
目
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

生
き
物
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る
個
性
と
つ

な
が
り
を
「
生
物
多
様
性
」
と
いい
ま
す
。

▪
生
物
多
様
性
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

　
　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
多
様
な
生
態

系
の
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
、
野
菜
、
魚
、
肉
な
ど
の
食
料
や
、

住
宅
や
家
具
な
ど
の
材
料
と
な
っ
て
い
る

木
材
も
、
す
べ
て
農
林
水
産
業
を
通
じ
て

生
き
物
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恵
み
で
す
。

▪
生
物
多
様
性
の
危
機

  　

私
た
ち
人
間
は
、
過
去
数
百
年
の
間

に
桁
違
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
実
に
多
く
の

生
き
物
を
絶
滅
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
生
態
系
は

回
復
不
可
能
な
状
態
に
達
し
、
私
た
ち

人
間
の
暮
ら
し
も
、
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組

　
　

今
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

「
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
で
、

開
発
な
ど
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た

生
態
系
を
、
生
き
物
の
中
継
地
と
な
る

緑
地
や
水
辺
を
整
備
す
る
こ
と
で
回
復

さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

　
　

生
物
多
様
性
を
保
全
・
回
復
す
る
た

め
に
は
、
み
ん
な
が
そ
の
考
え
方
を
理
解

し
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

温室効果ガス（二酸化炭素）削減

緑を増やす
・植物が二酸化炭素を吸収
・緑のカーテンで室温の低下

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

二酸化炭素の発生を減らす
・省エネ生活
・ゴミを減らす

　

今
回
は
、２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10（
生
物
多
様

性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
）を
き
っ

か
け
に
、テ
レ
ビ
の
ニュ
ー
ス
な
ど
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
生
物
多
様

性
」つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
２
４
７
人
・
事
業
所
85
カ
所（
７
月
末
現
在
）

ゴミを資源・エネルギー
として再利用する。

公共交通機関
を使う。

緑のカーテンで
室内気温を下げる。

平成25年8月15日　　　　　　　　　　　　　│8│
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特
別
警
報
が
始
ま
り
ま
す

けん
ちゃん気

象
庁
は
、
８
月
30
日
か
ら
、
重

大
な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

▪
特
別
警
報
と
は

　

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
や
大
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高
ま
って

い
る
場
合
に
発
表
し
、
最
大
限
の
警
戒

を
呼
び
か
け
ま
す
。

▪
特
別
警
報
の
種
類
は
　
　
　
　　

　

気
象
６
種
類
（
大
雨
、
暴
風
、
高
潮
、

波
浪
、
大
雪
、
暴
風
雪
）
と
、
津
波
、

噴
火
、
地
震
が
あ
り
ま
す
。
特
別
警
報

に
相
当
す
る
過
去
の
事
例
と
し
て
は
、「
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
」「
平
成
23
年

台
風
12
号
の
豪
雨
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▪
発
表
さ
れ
る
名
称
は　

　
「
○
○
特
別
警
報
」
と
い
う
名
称
で
発

表
さ
れ
る
の
は
、
気
象
の
６
種
類
で
す
。

津
波
、
噴
火
、
地
震
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
警
報
の
う
ち
危
険
度
が
非
常
に
高
い
レ

ベ
ル
の
も
の
を
特
別
警
報
に
位
置
付
け
る

の
で
、
名
称
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
特
別
警
報
と
警
報
・
注
意
報
と
の
関
係
は

　

警
報
や
注
意
報
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

発
表
さ
れ
ま
す
。

▪
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

　
数
十
年
に一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常

に
危
険
な
状
況
で
す
。
た
だ
ち
に
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
と
り
、
身
を
守
る

た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉研修の目的
　この研修は、開発途上国のかんがい排水分野で
活動している若手技術者を対象に行われており、総
合的水管理とかんがい排水に関する知識と技術を習
得することを目的としたプログラムです。
　研修生は、今年３月から９月にかけて日本に滞在し、
主に茨城県にあるＪＩＣＡ施設などで研修を受けます。

田原市には、現
地研修として８
月８日（木）から８
月10日（土）まで
の２泊３日の日程
で訪問し、豊川
用水の通水によ
り飛躍的に発展

を遂げた農業の優良事例として、かんがい排水施設
や農家などの視察を中心とした研修を受けました。
◉今回の研修の様子　
　今回研修生として、アフリカやアジアの７か国から８
人が訪問しました。田原
市では、ＪＩＣＡの研修生
を昭和63年から毎年受
け入れており、昨年度まで
に56カ国から294人の研
修生が田原市を訪れてい
ます。
　田原市では、農協の施設や豊川用水の揚水機場、初
立池を視察したり、水田や施設園芸の温室を見学しなが
ら、農家の方の話を聞いたりしました。また、研修期間中
は、ホームステイを通じて市民との交流を深めました。

田原市で農業を学ぶ　Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ研修生が田原市を訪問
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）「流域水管理に基づくかんがい排水」
コースの研修生が田原市を訪問し、豊川用水と農業について研修を行いました。

～国内外との交流・多文化共生～

数十年に一度の大雨
となる恐れが大きい
ときに発表

大　雨
内陸まで影響が及ぶ
大津波のおそれが大
きいときに発表

津　波

特
別
警
報

警
報

降 

水 

量
0:00 12:00 0:00 12:00

その後も降り続き、降
水量が警告基準を大
きく超えるような大雨

警報を発表

大
雨

が
継

続

1～3m

3m超

▲参考：気象庁ホームページ

│9│　　　　　　　　　　　　　平成25年8月15日



▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員
＝
１
名　
▼
採
用
期
間
＝
９
月

１
日
～
平
成
26
年
２
月
28
日　
▼
勤
務
場
所

＝
中
央
図
書
館　

▼
勤
務
内
容
＝
図
書
館

業
務
全
般　

▼
勤
務
形
態
＝
火
～
金
曜
日

お
よ
び
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
、
祝
日
／
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
不
規
則

勤
務
あ
り
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
８
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
、

中
央
・
赤
羽
根
・
渥
美
図
書
館
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
中
央
図
書

館一般
カ
ウ
ン
タ
ーへ
提
出

▼
中
央
図
書
館　

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６　

  

田
原
市
の
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し

て
、「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」
の
公

開
録
音
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
予
定
）（
午
後
１
時
開
場
）

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
【
第
一
部
】　

明
日
へ
の
こ
と
ば

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市

役
所
執
務
時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市

販
の
履
歴
書
に
顔
写
真

を
貼
り
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
教
員
免
許
を

所
持
し
て
い
る
方
は
コ

ピ
ー
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
郵
送
に
て

講
演
会
【
第
二
部
】　

ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ

ど
い　

▼
出
演
＝
【
第
一
部
】
講
師
：
未

定
【
第
二
部
】　

ア
ン
カ
ー
：
遠
藤
ふ
き
子
・

松
本
一
路　

▼
入
場
料
＝
無
料
（
整
理
券

必
要
／
１
枚
に
つ
き
２
名
ま
で
／
満
1
歳

以
上
か
ら
整
理
券
必
要
）
▼
放
送
予
定
＝

【
ラ
ジ
オ
第
１
全
国
】
10
月
25
日
（
金
）
午

後
11
時
20
分
～
26
日
午
前
５
時
【
Ｆ
Ｍ
全

国
】
10
月
26
日
（
土
）
午
前
１
時
～
午
前

５
時　

▼
申
込
み
＝
９
月
17
日
（
火
）
ま

で
に
郵
便
往
復
は
が
き
（
締
切
日
必
着
）

に
て
／
【
往
信
表
面
】（
宛
先
）　

〒
４
６
１

－

８
７
２
５
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
「
深

夜
便
の
つ
ど
い
」
係
／
【
往
信
裏
面
】
郵

便
番
号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
／
【
返

信
表
面
】
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
／
【
返

信
裏
面
】
未
記
入　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込

み
で
得
た
個
人
情
報
は
、
抽
選
結
果
の
ご

連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用

す
る
場
合
あ
り
／
詳
細
は
決
ま
り
次
第

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部　

☎
（

０
５
２
）

９
５
２
局
７
３
８
１

http://w
w
w
.nhk.or.jp/nagoya/

▼
日
時
＝
10
月
20
日
（
日
）
午
前
７
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）

▼
コ
ー
ス
＝
Ａ
蔵
王
山
登
頂
＆
渥
美
半
島

一
周
コ
ー
ス
約
90
㎞
（
中
学
生
以
上
）
／

Ｂ
渥
美
半
島
一
周
コ
ー
ス
約
60
㎞
（
小
学

５
年
生
以
上
）
／
Ｃ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
約
30
㎞
（
小
学
生
以
上
）　

▼
定
員=

１
８
０
０
名　

▼
参
加
料=

中
学
生
以

上
３
０
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
含
む
）　

▼
申
し
込
み
＝
９
月

２
日
（
月
）
～
９
日
（
月
）
の
期
間
に
、

大
会
事
務
局
へ
。
申
し
込
み
要
項
は
大
会

事
務
局
お
よ

び
生
涯
学
習

課
に
設
置　

▼
そ
の
他
＝

ゴ
ー
ル
後
に

は
、
地
元
の

有
志
に
よ
る

特
製
豚
汁
や

お
に
ぎ
り
な

ど
の
振
る
舞

い
あ
り
／
大

会
当
日
は
、

沿
道
で
の
自
転
車
通
行
数
が
増
加
し
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会　

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
新
沼
町
１
５
０
）

☎
（

０
５
２
）

９
０
９
局
６
２
０
１

http://w
w

w
.fukaya-sangyo.co.jp/

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

田
原
市
臨
時
職
員

（
図
書
館
業
務
）

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
in
田
原

市
」公
開
録
音　

観
覧
者

第
９
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪

サ
イ
ク
リ
ン
グ
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段
で
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
市

区
町
村
へ
、
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

  

「
夏
の
元
気
は
野
菜
か
ら
！
旬
の
野
菜

を
美
味
し
く
食
べ
て
心
も
体
も
健
康
に
」

  

「
８や

さ

い
３
１
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、
全

国
青
果
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
を
は
じ

め
９
団
体
の
関
係
組
合
が
、
昭
和
58
年
に

制
定
し
た
記
念
日
で
す
。

　

夏
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ

な
い
食
材
で
す
。
地
元
で
取
れ
る
新
鮮
で

お
い
し
い
夏
野
菜
を
積
極
的
に
食
べ
て
、

水
分
補
給
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

  

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
（
１
階

中
央
広
場
）　

▼
内
容
＝
消
防
職
員
に
よ

る
心
肺
蘇
生
法
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
訓
練
人
形
を
使
用
し
た
胸
骨
圧
迫

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
体
験
（
体
験
者
に
は
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
）、
救
急
車
展
示
説
明

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

  

田
原
市
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
確
実
に
皆

様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

田
原
市
で
は
、
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
災
行
政
無
線
か
ら
次
の
内
容
を
一
斉
に

放
送
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
11
日
（
水
）　

午
前
11
時

ご
ろ 

、
11
時
30
分
ご
ろ　

▼
放
送
内
容

＝「
こ
れ
は
、試
験
放
送
で
す
」×
３
＋「
こ

ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」
＋
チ
ャ
イ

ム
（
終
了
）　

▼
そ
の
他
＝
田
原
市
以
外

の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
手

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
水
洗
便
器
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

　

９
月
６
日
（
金
）
９
時
～
正
午
頃
ま
で

赤
羽
根
文
化
広
場
付
近
で
消
防
署
と
愛
知

県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
合
同

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
安
全
の
た
め
一
時
的
に
周
辺
道

路
の
通
行
制
限
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
荒
天
・
災
害
出

動
等
の
場
合
は
中
止
）

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎ 

45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

   

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。ま
た
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週

間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ

せ
て
、「
き
ゅ

う
き
ゅ
う
広

場
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機

会
に
応
急
手
当 生

活

LIFE
愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
の
合
同
訓
練

き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
を

開
催
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

全
国一斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

８
月
31
日
は
「
野
菜
の
日
」
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小
中
山
町
に
あ
る
歴
史
遺
産
は
、戦
争

遺
跡
の
陸
軍
技
術
研
究
所
伊
良
湖
試
験
場

が
有
名
で
す
。こ
の
試
験
場
の
入
り
口
と

並
ん
で
、田
戸
神
社
が
あ
り
ま
す
。六
所
神

社
と
と
も
に
、
10
月
に
「
か
あ
か
祭
り
」が

行
わ
れ
る
神
社
で
す
。ま
た
、「
い
ぼ
」
取
り

祈
願
の
由
緒
あ
る
神
社
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
神
社
の
参
道
に
は
、
木
製
の
鳥
居

が
な
ん
と
80
ｍ
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

鳥
居
に
は
、
奉
納
年
月
日
や
奉
納
者
の
名

前
が
墨
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
製
の
鳥

居
が
立
ち
並
ぶ
参
道
の
空
間
は
、
こ
れ
か

ら
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
た
め
の
心
を
整
え

る
の
に
は
充
分
な
距
離
と
雰
囲
気
で
す
。

そ
し
て
、
鳥
居
を
抜
け
る
と
拝
殿
が
見
え

て
き
ま
す
。
切
妻
屋
根
の
質
素
な
造
り
は

古
い
様
式
を
伝
え
、
こ
の
神
々
し
さ
に
、

思
わ
ず
頭
を
下
げ
、
手
を
合
わ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
の
神
社
で
気
に
な
る
も
の
が
ふ
た

つ
。
ひ
と
つ
は
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
製
の
狛
犬
で
す
。

神
社
の
拝
殿
前
に
、
阿あ
う
ん吽

の
呼
吸
の
語
源
と
な
っ
た

「
口
を
開
い
た
も

の
」「
閉
じ
た

も
の
」
が
一
対

と
な
っ
て
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
の
狛

犬
は
、
顔
も
胴
体
の
彫
り

も
良
い
も
の

で
す
。
台
座

に
は
昭
和
４

年
６
月
の
奉

納
者
の
名
前

と
、
狛
犬
を

彫
っ
た
石
工

の
名
前
「
酒

井
孫
兵
衛
」

が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
酒

井
孫
兵
衛
は
、
江
戸
時
代
か
ら
、
岡
崎
に

８
代
続
い
た
狛
犬
製
作
の
石
工
で
、
年
号

か
ら
７
代
目
の
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

酒
井
孫
兵
衛
作
の
狛
犬
は
、
市
内
に
は

畠
神
社
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
大
正

８
年
９
月
の
銘
が
あ
り
、先
代
の
孫
兵
衛
の

作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。
６
代
目
の
孫
兵
衛

は
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
か
わ
い
ら

　

田た

ど戸
神
社
の
気
に
な
る
も
の

し
い
狛
犬
か
ら
、
た
て
が
み
の
あ
る
、
雄
雄

し
く
筋
骨
隆
々
の
狛
犬
の
作
風
を
築
い
て
い

ま
す
。

　

田
戸
神
社
で
気
に
な
る
も
う
ひ
と
つ
は

参
道
入
り
口
付
近
の
灯
篭
で
す
。
セ
メ
ン

ト
で
作
ら
れ
、
表
面
を
石
洗
い
出
し
で

作
っ
て
い
ま
す
。
以
前
に
も
紹
介
し
た
と

お
り
、
明
治
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
期
に

は
、
セ
メ
ン
ト
こ
そ
最
新
・
最
強
の
素
材

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
と
し
て

は
し
ゃ
れ
た
灯
篭
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
も
同
じ
昭
和
４
年
の
も
の
。
か

た
や
伝
統
的
な
花
崗
岩
で
作
ら
れ
た
近
代

的
な
作
風
の
作
品
、
か
た
や
最
新
の
素
材

で
作
ら
れ
た
伝
統
的
な
造
形
。
こ
の
対
比

が
面
白
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】赤
羽
根
文
化
の
森

▼
暑
さ
を
し
の
ぐ
方
法
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、避
暑

地
を
求
め
て
お
出
か
け
し
て

み
る
の
も
健
康
の
一
つ
で
す
。森
の

中
の
木
陰
は
と
て
も
涼
し
く
感
じ
ま

す
。木
々
の
合
間
か
ら
差
し
込
む
木

漏
れ
日
に
も
涼
し
さ
が
あ
り
、な
ぜ

か
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
す
。ま
だ
ま

だ
暑
い
日
が
続
き
そ
う
な
今
年
の

夏
。外
出
の
際
は
、こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
、熱
中
症
な
ど
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

▲酒井孫兵衛の狛犬

▲セメント製の灯篭
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